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２０１９年１１月５日

需給調整市場検討小委員会 事務局

調整係数(応札電源評価)および中間点等の設定について

第１４回需給調整市場検討小委員会
資料３



1

課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

3-3 商品設計

 意見募集等を踏まえ、商品の要件は
P20に記載の通りとする

 三次②における中間点等の設定は不
要とする

＜三次①＞
 中間点の設定

＜一次～二次②＞

 中間点の設定

＜一次＞
 オフライン枠の上限設定

3-5

調整力に係る費
用の透明性確保
と適正な市場競
争の促進に向け
た情報公開

＜三次②＞
 情報公開の考え方
（公開方法、時期、項目 など）

＜三次①＞
 情報公開の考え方
（公開方法、時期、項目 など）

＜一次～二次②＞
 情報公開の考え方
（公開方法、時期、項目 など）

3-6
性能に応じた
調整係数の設定

 加点・減点のいずれにも対応できるもの
として設定範囲は「0.00~100.00」と
する

 三次②における中間点等の設定は不
要とする

＜三次①＞

 調整係数の考え方
（性能に応じた設定、電源種別毎の
設定など）

＜一次～二次②＞

 調整係数の考え方
（性能に応じた設定、電源種別毎の
設定など）

本日の議題

（本年度中に要検討）

※監視等委にて検討
（本年度中に要検討）

（本年度中に要検討）



2本日の議題



3本日ご議論いただきたい内容

 需給調整を安定的に行うにあたっては各調整力の応動時間・継続時間の整合が重要であることから、適切な性
能を持った調整力を確実に調達するための手段として、調整係数(応札電源評価)の活用が議論されてきた。

 また、今後、蓄電池のように応動速度が非常に速い調整力の増加を想定した際、周波数変動への影響を低減
させるために、調整力の応動についての中間点や出力変化率等を使って、調整力を連続性に変化させたほうが
良いのではないかとの課題が提言された。

 今回、上記の考え方を整理したことから、その内容について本日、ご議論いただきたい。



4目次

1. 調整係数(応札電源評価)の設定について

2. 中間点等の設定について

3. まとめ
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7これまでの議論

 これまでの議論において、需給調整を安定的に行う観点から、各調整力の応動時間・継続時間の整合は重要
であるため、調整力の性能を考慮して応札時の評価を行う必要性が指摘されていた。

出所）第14回 制度検討作業部会（2017.11.10） 資料３
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/014_03_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/014_03_00.pdf


8調整係数(応札電源評価)について

 調整係数(応札電源評価)とは、調整力の調達において、応動性能の高いリソースの入札価格に一定の係数を
乗じることにより、調整力としての評価を高め、応札されやすくする仕組みとして検討するもの。具体的には、入札
価格に0～100%の調整係数(応札電源評価)を乗じることによりメリットオーダーが入れ替わり、当該の調整力
は応札されやすくなる。

 これにより、各調整力の応動時間・継続時間の整合を図ることで需給調整を安定的に行うことを期待して、調達
コストは増えるものの、性能の高い調整力を優先的に約定させる仕組みである。

単価

量

必要量 単価

量

必要量

調整係数が無い場合 調整係数(応札電源評価)を導入した場合

②ΔkWのメリットオーダーが入れ替わる

①調整係数を乗じることで
単価を安く評価する。

③単価は高いが優先的に
約定される。

高性能だが単価が高い
ため落札されない



9（参考）システム要件における調整係数の反映

 これまでの整理では、加点・減点のいずれにも対応できるようにすべく、調整係数αを0.00～100.00の範囲で設
定できる点を、一般送配電事業者側のシステム要件に加えることとしてきた。

出所）第4回 需給調整市場検討小委員会（2018.5.23） 資料7
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/files/jukyu_shijo_04_07.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/files/jukyu_shijo_04_07.pdf


10（参考）現状の調整力公募における非価格評価

出所）第5回 調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2017.8.18） 資料２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/files/chousei_sagyokai_05_02.pdf

 現状の調整力公募では「価格要素評価点」と「非価格要素評価点」の合計で落札案件が決定されるが、調整
力が持つ変化速度の速さ等の能力は「非価格要素評価点」として加点要素とされる。

 これは、現時点では細分化されていない調整力において、リソースの変化速度が速ければ少ない並列台数で
必要なΔkWを確保できる等の理由により、運用コスト削減に資するとの観点から、調達時の加点要素として
考慮されているものである。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/files/chousei_sagyokai_05_02.pdf


11需給調整市場開設後における調整係数(応札電源評価)の必要性

 需給調整市場の商品は、国の議論以降、本小委員会でも議論いただき、応動時間・継続時間等の機能に
応じた細分化がなされ、商品の要件として定義した。

 需給調整市場開設後は、求められる機能毎に商品が細分化されることから、細分化した商品毎に調達を行う
ことで、応動時間・継続時間の整合がとれた調整力が確保されることになる。加えて、各商品の中でリソース間の
競争が促されることにより、調達コストの低減も併せて期待されている。

 このことから、商品を細分化したことで、調整係数(応札電源評価)の設定を行わずとも、各調整力の応動時間・
継続時間の整合という当初の目的は一定程度は果たされると考え、調整係数(応札電源評価)の設定は全ての
商品で不要（α＝1）と整理してはどうか。
※将来的に、品質面での課題が出た場合や、調達価格が低減できる可能性がある場合は、商品要件の見直しなど他の手段も
踏まえつつ、調整係数の設定についても選択肢としては残しておくこととする。

出所）第5回 調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会（2017.8.18） 資料２をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/files/chousei_sagyokai_05_02.pdf

現在

電源Ⅰ-b

一次調整力

二次調整力②
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需給調整市場開設後

【需給調整市場における商品の細分化】

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2017/files/chousei_sagyokai_05_02.pdf
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14これまでの議論

 調整力は従来、発電機のように一定のランプレートをもって応動するリソース（以下「連続制御型リソース」）が
中心であったが、近年は蓄電池のように出力を高速に制御できるリソース（以下「離散制御型リソース」）が出て
きている。

 今後、離散制御型リソースが増加した場合、高速な出力変化による周波数変動への影響を低減させるため、
中間点や出力変化率等の調整力の応動に係る規律を定めることにより、調整力を連続的に変化させた方が
良いのではないかとの課題が提言された。

出所）第17回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2017.5.26） 資料２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/files/chousei_jukyu_17_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/files/chousei_jukyu_17_02.pdf


15今後離散制御型リソースにて問題となる応動

 離散制御型リソースの場合、出力を高速に制御できることから、仮に需要が15分間かけて徐々に変動するのに
対して離散制御型リソースが最後の1分間で応動するようなことも考えられる。すると離散制御型リソースが応動
していない14分間は需給の差分が大きく生じるため、周波数を維持するためには、他の調整力で需給の差分を
補完する必要が生じる。

 このため、他の調整力を増やさずに周波数変動の低減を図るためには、調整力の応動について、中間点や出力
変化率等の一定の規律は必要であると考えられる。

応動時間（15分）

出
力

(k
W

)

一定時間をかけて連続的にΔkW供出量まで立ち上がる
ことから、連続的に変化する需要との間に生じる需給の差
分が少なくなるため、他の調整力による補完や、周波数
変動に与える影響は限定的。

一定の応動時間内において瞬間的にΔkW供出量まで立ち
上がってしまうことから、連続的に変化する需要との間に生じる
需給の差分が大きくなるため、他の調整力で補完する必要が
生じる。

【離散制御型リソースの応動と問題点】【連続制御リソースの応動】

応動時間（15分）

需要 調整力 需給の差分需要 調整力 需給の差分

出
力

(k
W

)



16（参考）三次②における中間点等の設定

出所）第6回 需給調整市場検討小委員会（2018.10.9） 資料２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/files/jukyu_shijyo_06_02.pdf

 2021年度の開設が予定されている三次調整力②については、応動時間が各コマの時間より十分長いこと、30
分コマ単位での発動であることから、従来の電源Ⅰ´、卸市場と同等の能力であれば問題ないと考えられ、現状
の電源Ⅰ´などと同様、中間点等の設定は不要と整理した。

 また、一次～三次①については周波数品質確保の観点から、中間点や出力変化率等の設定について引き続き
検討されることとされた。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/files/jukyu_shijyo_06_02.pdf


17海外市場における中間点等の設定の例

 海外の主要な市場では、三次調整力においては、中間点や出力変化率等に関する規定は定められていない、
もしくは確認ができなかった。（イギリス、フランス、ドイツ、アメリカ）

 一方、応動時間の短い一次調整力においては、調査対象を広げたところ一部の国において、中間点や出力
変化率等に関する規定が確認された。

＜参考：ベルギー FCRにおける規程＞

周波数応動量は、15秒後に要求量の50％、30秒後に要求量の100％に達することが求められている。

出所） General Framework for Frequency Containment Reserve Service by Non-CIPU Technical Units 2019-2021より抜粋
https://www.elia.be/-/media/project/elia/elia-site/electricity-market/system-services/system-services-pdf-document-
library/03-balancing-services-bsp/03-fcr/01-contract-templates/2019-contract-fcr-non-cipu-v1.pdf

https://www.elia.be/-/media/project/elia/elia-site/electricity-market/system-services/system-services-pdf-document-library/03-balancing-services-bsp/03-fcr/01-contract-templates/2019-contract-fcr-non-cipu-v1.pdf


18三次①開設時点における中間点や出力変化率等の設定について

 今後の離散制御型リソースが増加することを想定すると、周波数変動の低減にあたり、中間点等の一定の規律
は必要であると考えられる。

 他方、離散制御型リソースの量が少なければ、系統の品質への影響は限定的であるとも考えられる。

 また市場が先行している諸外国では、一部の国・商品で一次調整力においては中間点等の制約が定められて
いる例はあるものの、三次調整力のような応動速度が遅い商品についてはその事例が確認できなかった。

 現時点では需給調整市場に参入する調整力のリソース種別や規模が見えておらず、また諸外国においても市場
開設の初期段階においては、中間点や出力変化率等の設定は定められていない様にも見受けられる。

 このことから、三次①の市場開設時点においては、三次①に係る中間点や出力変化率等の設定は行わず、
三次②の参入状況や諸外国の状況も注視しながら、継続検討することとしてはどうか。
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21まとめ

 需給調整市場における調整係数(応札電源評価)の設定、中間点等の設定に関連した事項は、以下の通り
としてはどうか。

（調整係数(応札電源評価)の設定）

 商品を細分化したことで、調整係数(応札電源評価)の設定を行わずとも、各調整力の応動時間・継続
時間の整合という当初の目的は果たされると考え、調整係数(応札電源評価)の設定は全ての商品で不要
と整理する。

 将来的に、品質面での課題が出た場合や、調達価格が低減できる可能性がある場合は、商品要件の
見直しなど他の手段も踏まえつつ、調整係数の設定についても選択肢としては残しておくこととする。

（中間点等の設定）

 三次①の市場開設時点においては、三次①に係る中間点や出力変化率等の設定は行わず、三次②の
参入状況や諸外国の状況も注視しながら、継続検討する。


